
識別　：

改善箇所説明図

ショベルローダの走行用油圧ポンプにおいて、内部の斜板を支えるベアリングの形状にばらつきが大きいも
のがある。そのままの状態で使用を続けるとベアリングが破損し、走行用の油圧が意図通りに出力されなくな
り、最悪の場合は走行ができなくなるおそれがある。

改善実施済み車については、キャブ後面ガラス左下、又は、左支柱下に実施済みであることを示す
旨のステッカーを貼付する。

全車両、良品のベアリングを取り付けたポンプと交換する。

【基準不適合の内容】

【改善措置の内容】

基準不適合箇所
油圧制御用の斜板を支えるベアリングの形状がバラつき

意図しない応力が発生して疲労破壊に至るおそれがある
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